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“ギャップ"の展覧会はジャンル別に展示された。

ジンバヴェ・ローデシアの人種対立は種族間の競争が黒人と白人間の戦争を更に複雑にしていた。産業国問の

不協和音は、 1国内の利益団体間のギャップの投影でもあった。開発途上国間のギャップは南北間のギャップよ

りも大きいと自嘲するアフリカ代表の発言もあった。

労使の対立は10国10色、夫婦の対立も10人10色にみられた。全てが古くもあり新しいギャップであった。

“ギャップ”の展覧会を彩った色も 3色に収束された。正直さのギャップ、態度のギャップ、そして思考と行

動のギャップと全てが“人のギャップ”である。

“ギャップ"を埋めた体験のある人は素直にそれを披渥し交換し合った。 ‘‘ギャップ”を埋めたい人は各国の

人と共に実験をした。

“ギャップ”を埋める解答がコーのMRA世界大会で展示され、家庭、職場、国へと持ち帰られた。

人が変わるとき‘‘ギャップ”は埋まる。誰もが“ギャップ"を埋める玄人になりうる。

コーで作られる“かけ橋”が1980年代を告げている。



生
れ
て
か
ら
今
日
ま
で
、
そ
の
大

半
を
ソ
ビ
エ
ト
、
キ
ュ

ー
バ
、
束
ド

イ
ツ
で
の
ゲ
リ
ラ
訓
練
と
国
内
で
の

ゲ
リ
ラ
活
動
と
牢
獄
生
活
で
過
し
た

と
い
う
芸
い
精
倅
な
黒
人
議
員
が
、

そ
の
た
く
ま
し
い
両
手
を
差
し
出
し

た
と
き
、
そ
の
手
を
力
強
く
握
り
し

め
た
の
は
白
人
議
員
で
、
彼
の
瞳
に

．．．

．
 

は
た
め
ら
い
と
希
望
の
交
鎖
し
た
不

退
転
の
決
意
と
い

っ
た
も
の
が
溢
れ

て
い
た
。
こ
の

二
人
は
ジ
ン
バ
ウ
エ
、

ロ
ー
デ
シ
ア
の
ム
ゾ
レ
ワ
首
相

（黒

人
）と
イ
ア
ン
・
ス
ミ
ス
前
首
相
(,1

人
）
の
意
を
受
け
、
こ
の

U
コ
ー
で

初
め
て
握
手
を
交
わ
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
白
人
議
員
は
ア
フ
リ
カ
五
世

代
目
、
多
く
の
白
人
議
員
と
同
じ
農

民
で
あ
る
。
二
重
の
高
い
フ
ェ
ン
ス

と
手
投
弾
よ
け
の
ネ

ッ
ト
を
家
の
周

り
に
め
ぐ
ら
し
機
関
銃
を
も

っ
た
傭

兵
を
擁
し
て
い
る
の
が
こ
う
し
た
白

人
牒
民
の
日
常
で
あ
る
。
彼
は
云
う
。

． 
「
ジ
ョ
ン

・
ケ
ネ
デ
ィ
は
ア
メ
リ
カ

三
世
代
目
で
堂
々
と
ア
メ
リ
カ
人
を

名
乗

っ
た
。
決
し
て
ア
メ
リ
カ
在
住

の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
で
は
な
い

。
私

は
既
に
五
世
代
目
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
で

も
白
人
で
も
な
い

。
私
は
正
し
く
ア

フ
リ
カ
人
以
外
の
何
者
で
も
な
い
。

•••• た
ま
た
ま
白
い
皮
朋
を
持

っ
た
ア
フ

リ
カ
人
で
あ
る
。
そ
し
て
黒
人
と
共

に
こ
の
ア
フ
リ
カ
の
責
任
を
と

っ
て

い
き
た
い
」
と
。

愛
国
戦
線

（
マ
ガ
ベ

・
ウ
コ
モ
）

の
元
黒
人
議
員

（元
閣
僚
）
は
、
コ

ー
に
到
着
し
た
と
き
、
ま
ず
周
囲
を

用
心
深
く
見
ま
わ
し
、
レ
マ
ン
湖
を

見
お
ろ
す
神
秘
的
な
森
に
本
能
的
な

舒
戒
の
眼
差
し
を
送

っ
た
。
や
が
て

コ
ー
の
無
限
の
静
寂
と
開
放
的
な
無

防
備
さ
が
彼
に
信
頼
の
居
心
地
を
与

え
る
の
だ

っ
た
。

ま
で
の
慟
き
ー

|

ロ
ー
デ
シ
ア
停
戦
合
意

”ギ
ャ
ッ
プ
“
を
超
え
て

九
ヒ
七
年
か
ら
始
ま
っ
た
コ
ー

の
「
世
界
政
治
家
会
議
」
に
は
各
大

陸
か
ら
「
良
心
の
内
閣
」
を
目
指
す

政
治
家
た
ち
が
続
々
と
集
ま
っ
た
。

卜
七
年
に
亘
る
内
戦
の
結
果
、
解
決

を
果
し
た
ス
ー
ダ
ン
の
元
文
化
情
報

相
、
独
語
圏
の
南
チ
ロ
ル
で
イ
タ
リ

ア
語
系
の
人
び
と
と
の
橋
渡
し
を
し

た
上
院
議
員
な
ど
、
信
頼
と
勇
気
を

も
っ
て
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
た
実
紐
の

あ
る
ス
テ
ー
ツ
マ
ン
の
多
数
が
ジ
ン

バ
ヴ
ェ

・
ロ
ー
デ
シ
ア
各

1

こ
派
か
ら

な
る
政
治
家
を
囲
ん
だ
の
で
あ
る
。

こ
の
日
に
逆
の
ぼ
る
こ
と
約
二
週

間
前
、
ザ
ン
ビ
ア
の
ル
サ
カ
で
英
国

連
邦
首
相
会
議
が
開
催
さ
れ
た

。

六
月
の
束
京
サ
ミ

ッ
ト
を
後
に
し
て

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
訪
問
を
行
な
っ
た

英
国
の
サ

ッ
チ
ャ
ー
首
相
は
記
者
会

見
の
席
上
、
ロ
ー
デ
シ
ア
に
対
す
る

経
済
封
鎖
解
除
を
表
明
し
、
ア
フ
リ

カ
諸
国
の
批
難
の
的
に
な
っ
て
い
た
。

当
時
、
学
生
時
代
に

M
R
A
の
ブ

ッ
ク
マ
ン
博
士
の
淋
陶
を
う
け
た
現

在
の
フ
レ
ー
ザ
ー
濠
洲
首
相
の
外
交

特
別
補
佐
官
は
、
首
相
に
先
が
け
て

ザ
ン
ビ
ア
向
う
と
い
う
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
も

っ
た
。
禍
を
福
に
転
ず
る
た
め

平
和
の
使
者
に
な

っ
た
彼
は
マ
レ
ー

シ
ア
、
イ
ン
ド
、
英
国
、
ナ
イ
ジ

ェ

リ
ア
を
経
て
現
地
に
向
っ
た
。
各
国
政

コーで談笑するアレック・スミス氏とアーサー・カナデリカ。

幾度となく二人で演壇から語りかける姿は今日の 「ジンバブエ

・ローデシア」を予言したデモンス トレーションとして各国の

人々に強い印象を与えた。

府
、
外
交
官
と
の
間
に
長
年
培

っ
て

き
た
信
頼
の
パ
イ
フ
を
た
ど
り
、
そ

れ
ま
で
の
各
国
の
利
害
や
行
き
が
か
り

に
と
ら
わ
れ
ず
大
局
的
に
「
何
が
正

し
い
か
」
を
目
指
し
て
相
冗
理
解
の

土
壌
作
り
に
全
力
を
注
い
だ
。
そ
し

て
サ
ッ
チ
ャ
—
の
声
明
に
硬
化
し
た

ア
フ
リ
カ
諸
国
を
建
設
的
な
姿
勢
で

会
議
の
テ
ー
ブ
ル
に
引
き
寄
せ
る
こ

と
に
努
力
し
、
そ
れ
は
や
が
て
兄
事

に
実
を
結
ぶ
こ
と
に
な

っ
た
。
サ
ッ

チ
ャ
ー
首
相
が
到
行
し
た
と
き
、
各

国
代
表
が
息
を
の
む
中
で
か
つ
て
の

大
英
帝
国
の
首
相
の
第

一
声
は
次
の

よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

「
ア
フ
リ
カ

の
方
が
た
と
共
に
語
り
、
そ
し
て
ア

フ
リ
カ
の
皆
さ
ま
か
ら
学
ぶ
た
め
に

私
は
参
り
ま
し
た
」
と
。

こ
の

f
期
せ
ぬ
謙
虚
さ
は
各
国
黒

人
指
導
者
の
心
を
大
き
く
開
か
せ
る

も
の
と
な
っ
た
。
公
式
会
議
の
進
行

中
は
何
ら
の
成
果
も
な
く
、
や
が
て

会
壌
決
裂
の
論
調
が
各
国
に
飛
び
交

っ
た
が
、
会
議
の
最
終
段
階
で
の
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ

（
こ
れ
は
歴

史
に
残
る
も
の
と
な

っ
た
）
の
最
中
、
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こ
の
特
別
補
佐
官
は
ホ
テ
ル
で
最
も

悲
観
的
態
度
を
示
し
た
英
国

一
流
紙

二
社
の
論
説
委
員
に
会
議
成
功
へ
の

努
力
と
見
通
し
を
説
い
て
い
た
。

翌
日
、
ロ
ン
ド
ン
で
は

一
転
し
て

合
意
可
能
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
、
会

議
は
ド
ン
デ
ン
返
し
の
成
功
に
終
っ

た
。
英
国
で
九
月
十
日
よ
り
ジ
ン
バ

ヴ
ェ

・

ロ
—
デ
シ
ア
各
三
派
代
表
と
英

国
と
の
憲
法
会
議
が
開
か
れ
る
こ
と

で
英
国
連
邦
首
脳
も
合
意
す
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。
英
国
紙
は
、
こ
の

会
議
を
成
功
に
導
い
た
の
は
、
こ
れ

ら
オ
—
ス
ト
ラ
リ
ア
代
表
団
の
ひ
ら

め
き
の
あ
る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
努
力

の
賜
物
と
称
賛
し
た
。

六
月
、
ノ
ル
ウ
エ
ー
で
ア
レ
ッ
ク

・
ス
ミ
ス
（
イ
ア
ン
・
ス
ミ
ス
前
首

相
令
息
）
の
結
婚
式
が
行
わ
れ
、
七

月
、
こ
の
新
し
い
カ
ッ
プ
ル
が
コ
ー

に
姿
を
現
わ
し
た
。

ア
レ
ッ
ク

・
ス
ミ
ス
氏
は
、
学
生

時
代
に
麻
薬
に
手
を
染
め
る
な
ど
ス

ミ
ス
首
相
の
頭
廂
の
種
で
あ
っ
た
。

不
肖
の
子
の
ア
レ
ッ
ク
は
南
ア
フ
リ

カ
で
投
獄
さ
れ
た
が
そ
こ
で
宣
教
師

を
通
し
て
信
仰
を
見
出
し
、
父
親
に

過
去
の
反
抗
と
不
行
跡
を
詫
び
、
更

に
黒
人
に
対
す
る
自
己
の
言
動
も
謝

罪
し
た
。
そ
し
て
黒
人
の
ゲ
リ
ラ
キ

ャ
ン
プ
に
も
訪
ね
て
い
っ
た
。
一

九

七
六
年
、

ジ

ュ
ネ
ー
ブ
会
議
で
メ
ソ

ジ
ス
ト
教
会
の
黒
人
牧
師
ア
ー
サ
ー

・
カ
ナ
デ
リ
カ
と
の
間
に
強
い
友
情

が
結
ば
れ
て
い

っ
た
。
カ
ナ
デ
リ
カ

師
は
ム
ゾ
レ
ワ
師
の

U
A
N
C
（統

一
ア
フ
リ
カ
民
族
評
議
会
）
財
務
担

当
評
議
員
だ

っ
た
が
敢
然
と
職
を
辞

し

一
党

一
派
に
偏
せ
ず
黒
人
各
種

族
間
の
橋
渡
し
を
す
る
こ
と
を
天
命

と
受
け
い
れ
て
ア
レ

ッ
ク
と
手
を
携

え
て
闘

っ
た
。
共
に
演
壇
に
た
ち
、

共
に
ゲ
リ
ラ
キ
ャ
ン
フ
を
訪
ね
、
白

ら
の
過
去
の
非
を
告
げ
、
相
手
に
賛

辞
を
与
え
る
な
ど
し
て

二
人
の
祈
り

は
、
国
民
の

一
人

一
人
の
平
和
へ
の

祈
り
を
誘
っ
て
い

っ
た
。
一

九
七
八

年
十
二
月
八

B
、
ア
ー
サ
ー

・
カ
ナ

デ
リ
カ
は
首
都
ソ
ル
ス
ベ
リ
ー
郊
外

で
強
硬
派
ゲ
リ
ラ
に
よ

っ
て
暗
殺
さ

れ
た
。一

九
七
九
年
卜
ニ
月
十
二

U
、
英

国
の
ソ
ー
ム
卿
が
ソ
ル
ス
ベ
リ
ー
を

訪
れ
、
卜
四
年
ぶ
り
に
英
国
は
経
済

封
鎖
を
解
き
ソ
ー
ム
卿
を
提
督
と
す

る
管
理
体
制
で
総
選
挙
が
行
わ
れ
る
。

ロ
ン
ド
ン
で
の
憲
法
会
議
は
実
に

三

ヶ
月
を
費
し
、
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
外
首

の
粘
り
強
い
手
腕
は
高
く
評
価
さ
れ

た
が
そ
こ
に
は
各
派
間
の
信
頼
の
輪

を
つ
く
り
「
何
が
正
し
い
か
」
に
よ

る
解
決
を
訴
え
る

M
R
A
チ
ー
ム
の

日
夜
に
わ
た
る
姿
が
み
ら
れ
た
の
で

• 
あ
る
。

ト
ニ
月
二
十
日
、
愛
固
戦
線
も
英

国
提
案
の
停
戦
協
定
に
調
印
し
、
ヒ

年
に
亘
る
ゲ
リ
ラ
戦
争
に
終
止
符
が

う
た
れ
た
。

コ
ー
の
「
世
界
政
治
家
会
議
」
を

経
て
ロ
ン
ド
ン
に
向

っ
た
議
員
は
四

名
で
あ

っ
た
。
愛
国
戦
線
派
の
議
員

で
コ
ー
に
つ
い
た
と
き
、
最
初
は
レ

マ
ン
湖
を
見
お
ろ
す
森
に
危
惧
の
眼

ざ
し
を
や

っ
た
黒
人
は
、
コ
ー
を
発

つ
と
ぎ
に
こ
う
言
っ

た
。

「
国
民
：
人

一
人
は
平
和
を
望
ん

で
い
る
の
に
、
指
導
者
同
志
は
争
い

を
好
ん
で
い
る
。
自
分
の
ロ
ン
ド
ン

で
の
役
割
は
、
コ
ー
の
雰
囲
気
を
そ

っ
く
り
持
ち
込
む
こ
と
だ
」
と
。

ム
ゾ
レ
ワ
首
相
は
コ
ー
に
送

っ
た

黒
人
議
員
に
対
し
「
い
ま
必
要
な
の

は
黒
人
だ
け
に
よ
る
平
和
で
な
く
、

ロ
ー
デ
シ
ア
国
民
全
員
の
平
和
で
あ

る
」
と
語

っ
て
い
る
。

ギ
ャ

ッ
プ
を
埋
め
る
闘
い
は

1

人

：
人
の
態
度
と
動
機
の
チ
ェ
ン
ジ
を

必
要
と
す
る
。
そ
こ
に
は
愛
に
満
ち
、

勇
気
を
も

っ
た
人
び
と
が
信
頼
を
築

き
あ
げ
て
い
く
。
ギ
ャ
ソ
フ
を
埋
め

る
人
々
の
輪
が

一
九
八
卜
年
の
扉
を

開
い
て
い
く
。
（
藤
田
幸
久
記
）

杉
山
取
締
役
を
代
表
に
、
本
年
で
第
三
回
目
を
迎
え
る
東
芝
労
使
代
表

昨
年
以
米
終
身
雁
川
制
、
企
業
内
組
合
布
に
つ

い
て
の
質
間
が
11し

II
．っ

た
が
、
今

年
は
福
利
厚
生
、
糾
合
の
社
会
的
汽
任
、

11
本
の
第
：

o

．lit
昇
へ
の
貞
献
笠
、
質
の
晶

い
地
に

つ
い
た
交
換
が
行
な
わ
れ
た

● 
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私
は
友
人
各
位
と
共
に
、
孔
子
の

大
同
世
界
の
理
想
を
研
究
し
、
大
同

世
界
が
公
正
無
私
の
世
界
で
あ
り
、

我
わ
れ

の
世
界
道
徳
再
武
装
運
動
と

同
様
の
道
徳
を
碁
礎
と
す
る
理
想
世

界
で
あ
る
と
強
調
し
た
。
同
時
に
私

は
ま
た
大
同
世
界
の
内
容
は
、
政
治

思
想
・
経
済
思
想
と
社
会
思
想
を
融

合
し
た
総
合
性
の
構
想
で
あ
り
、
我

々
の
国
父
、
孫
中
山
先
生
と
先
総
統

蒋
公
が
半
生
の
精
力
を
以
っ
て
、
こ

の
理
想
実
現
の
た
め
努
力
さ
れ
た
旨

を
説
明
し
た
。
本
日
、
私
は
こ
の
理

想
が
中
華
民
国
の
台
湾
に
於
い
て
実

践
さ
れ
た
初
歩
的
成
果
、
特
に
我
わ

れ
が
民
生
主
義
の
均
富
社
会
に
邁
進

し
て
い
る
途
上
に
於
い
て
、
貧
富
の

差
を
な
く
し
、
貧
富
の
間
の
矛
盾
と

融
た
り
を
解
消
す
る
た
め
に
な
し
た

努
力
と
成
果
に
つ
い
て
、
若
干
の
具

体
的
事
実
を
あ
げ
、
友
人
各
位
に
重

ね
て
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

中
華
民
国
は
、

一
九
四
九
年
中
央

政
府
が
台
湾
へ
移
転
し
て
以
来
、
孫

中
山
先
生
の
遺
教
と
中
華
民
国
憲
法

の
規
定
に
則
り
、
統
治
に
精
勤
、
積

極
的
に
民
生
主
義
の
土
地
政
策
と
経

済
政
策
を
推
進
し
た
。
三
十
年
来
実

施
の
結
果
、
土
地
改
革
に
成
功
し
た

だ
け
で
な
く
、
経
済
も
迅
速
に
成
長

一
、
前

口

．
 

．
 

を
遂
げ
、
国
民
所
得
は
大
幅
に
高
め

ら
れ
、
人
民
の
生
活
は
不
断
に
改
善

さ
れ
て
、
貧
富
の
差
が
過
去
に
比
し

て
著
し
く
縮
少
し
、
漸
次
均
富
の
目

標
に
邁
進
し
て
、
開
発
中
国
家
の
模

範
と
し
て
賞
讃
さ
れ
て
い
る
。

二
、
民
生
主
義
の
経
済
背
景
と
そ

の
要
義
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民
生
主
義
の
経
済
制
度
は
、
資
本

、
ヨ
義
或
い
は
共
産
主
義
の
経
済
制
度

で
も
な
い
。
こ
れ
は
孫
中
山
先
生
が

五
十
年
前
、
資
本
主
義
と
共
産
主
義

の
欠
点
を
認
め
、
そ
の
長
所
と
短
所

を
取
捨
選
択
し
、
中
国
古
米
の
大
同

社
会
「
天
下
を
公
と
な
す
」
の
理
想

と
、
更
に
自
己
の
主
張
を
加
え
て
創

の
で
あ
る
。
但
し
資
本
主
義
の
極
度

に
発
展
し
た
結
果
、
社
会
の
財
富
が

漸
次
少
数
の
人
の
手
中
に
集
ま
り
、

貧
富
の
差
が

H
増
し
に
拡
大
さ
れ
て
、

社
会
不
安
を
招
き
、
同
時
に
少
数
の

人
が
そ
の
巨
大
な
財
霜
を
以

っ
て、

国
家
の
政
治
経
済
を
操
縦
す
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
で
資
本
主
義
は
生
産
方

の
他
の
資
源
は
；
律
に
徴
集
し
て
国

有
と
し
、
生
産
か
ら
交
換
、
分
配
乃

至
消
費
に
至
る
ま
で
総
て
政
府
の
管

制
下
に
お
く
。
こ
の
よ
う
に
、
利
濶

の
鼓
舞
に
欠
け
、
人
民
は
生
産
の
意

欲
を
な
く
し
て
生
産
効
率
の
低
下
を

導
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
共
産
主
義

は
「
均
」
を
標
謗
し
て
い
る
が
、
そ

何

應

欽

つ
の
理
想
的
大
同
世
界
の
初
歩
的
実
践

均
富
社
会
に
邁
進
す
る

中
華
民
国
は
民
主
主
義
の

立
さ
れ
た

一
種
の
極
め
て
完
全
な
経

済
制
度
で
あ
る
。

資
本
主
義
は
自
由
経
済
制
度
を
主

張
し
、
私
有
財
産
を
実
施
、
企
業
の

自
由
及
び
市
場
の
価
格
機
能
を
守
っ

て
い
る
。
人
民
は
こ
の
制
度
下
に
あ

っ
て、

刺
激
と
鼓
舞
を
受
け
、
智
能

を
つ
く
し
て
生
産
の
効
率
を
高
め
る

面
で
そ
の
卓
越
し
た
功
能
を
発
揮
す

る
け
れ
ど
も
、
分
配
方
面
に
於
い
て

財
富
が
少
数
の
人
に
県
中
す
る
弊
害

を
免
か
れ
な
い
の
で
あ
る
。

共
産
王
義
は
私
有
財
産
制
、
企
業

の
自
由
と
市
場
価
格
機
能
制
度
の
廃

止
を
主
張
し
、
あ
ら
ゆ
る
生
産
工
具
、

例
え
ば
工
場
、
機
器
、
土
地
及
び
そ
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の
結
果
は
た
だ
「
均
貧
」
あ
る
の
み

で
、
決
し
て
「
均
富
」
で
は
な
く
、

人
民
の
要
求
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
あ
る
。

民
生
主
義
は
資
本
主
義
と
共
産
主

義
の
弊
害
を
防
止
し
、
そ
の
目
的
は

―
つ
の
繁
栄
安
定
し
た
均
富
社
会
ー

大
同
世
界
の
理
想
社
会
を
創
造
す
る

の
み
で
あ
る
。
そ
の
特
点
は

（

私
有
財
産
制
を
保
存
し
て
生
梢

を
鼓
舞
す
る
…
…
民
生
、
上
義
は
私
人

の
企
業
経
常
を
認
め
、
私
有
財
産
制

度
を
保
存
す
る
。
故
に
賓
本
ヽ
じ
義
の

人
民
が
生
産
に
努
力
す
る
こ
と
を
鼓

舞
す
る
優
点
を
有
す
る
。

（

平
均
地
権
と
資
本
節
制
に
よ

っ

て
財
邸
分
配
の
不
均
衡
を
防
止
す
る

…
…
私
有
財
産
制
は
若
し
こ
れ
を
制

約
し
な
け
れ
ば
、
必
ら
ず
資
本
‘
L
義

と
同
じ
よ
う
に
、
社
会
財
寛
の
分
配

不
均
衡
の
程
度
が
日
増
し
に
厳
重
と

な
る
。
そ
れ
で
翁
富
の
恙
の
拡
大
を

防
ぐ
た
め
民
生
、
E
義
は
、
平
均
地
権

と
資
本
節
制
を
‘
t
張
し
て
い
る
。
平

均
地
権
の
方
策
は
、

曲辰
村
に
於
い
て

「
耕
す
者
は
そ
の
農
地
を
持
つ
」
を

実
施
し
、
都
市
に
於
い
て
は
「
地
価

の
自
己
申
缶
、
規
定
地
価
に
よ
る
課

税
、
規
定
地
価
に
よ
る
買
上
げ
と
値

ト
り
は
公
に
帰
す
る
」
実
施
し
た
。

節
制
資
本
は
即
ち
私
人
の
経
常
に
適

さ
な
い
或
い
は
独
占
性
の
企
業
は
、

4
 



私
人
の
経
常
を
認
め
な
い
こ
と
に
よ

っ
て
、
少
数
の
人
が
社
会
の
財
富
を

ろ
う
だ
ん
し
な
い
よ
う
に
し
た
の
で

あ
る
。

（
国
家
資
本
を
発
達
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
私
人
資
本
の
調
節
管
制

を
す
る
…
…
民
生
主
義
は
私
人
資
本

が
過
度
に
集
中
し
、
資
本
形
成
に
影

響
す
る
の
を
避
け
る
た
め
、
個
人
の

経
営
に
適
さ
な
い
も
の
或
は
独
占
性

を
有
す
る
大
企
業
は
、
均
し
く
国
家

が
経
営
す
る
こ
と
を
上
張
し
、
私
人

の
ろ
う
だ
ん
を
防
止
す
る
こ
と
に
し

た
。
し
か
し
民
生
主
義
の
い
わ
ゆ
る

節
制
資
本
は
、
資
本
の
累
積
を
反
対

す
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
私
人
の
資

本
を
制
限
す
る
の
で
も
な
く
、
人
民

が
国
家
経
営
の
企
業
に
参
加
す
る
こ

と
を
許
さ
な
い
の
で
は
な
い
。
そ
し

て
私
人
資
本
を
国
家
企
業
に
投
資
す

る
こ
と
を
奨
励
し
て
、
国
家
資
本
の

発
達
を
計
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に

私
人
資
本
を
政
府
が
調
節
管
制
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の
奇
形
的
発
展

を
防
止
し
、
大
富
階
級
が
生
れ
る
の

を
防
ぐ
の
で
あ
る
。

同
市
場
価
格
の
機
能
及
び
企
業
の

自
由
を
守
る
…
…
共
産
主
義
の
市
場

価
格
機
能
及
び
企
業
の
白
由
を
廃
棄

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
き
る
重
大

な
弊
害
を
避
け
る
た
め
、
民
生

‘E
義

で
は
市
場
価
格
機
能
及
び
企
業
の
白

由
を
守
り
、
自
由
経
済
の
長
所
を
採

っ
て
生
産
の
投
資
を
促
進
し
、
資
源

を
し
て
最
も
有
利
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
の
で
あ
る
。

三
、
民
生
主
義
経
済
政
策
の
実
施

こ
の

三
卜
年
来
、
中
華
民
国
の
台

湾
で
は
、
先
総
統
、
蒋
公
及
び
蒋
経

国
総
統
の
指
導
の
下
に
、
民
生
主
義

の
経
済
政
策
を
貰
徹
し
、
経
済
の
加

速
的
発
展
を
促
す
と
共
に
、
人
民
の

生
活
水
準
を
高
め
、
安
定
と
福
祉
の

均
富
社
会
に
邁
進
し
て
い
る
。
そ
の

実
施
し
た
経
済
政
策
の
主
な
も
の
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

（
耕
す
者
は
そ
の
農
地
を
持
つ
政

策
の
実
施
…
…
こ
の
主
旨
は
業
佃
制

度
を
廃
止
し
、
農
業
生
産
の
向
上
、

農
民
生
活
の
改
善
と
農
村
経
済
の
繁

栄
を
図
る
。

こ
れ
は

二
つ
の
段
階
に

分
け
ら
れ
て
い
る
…
…

山

公

有

地

の

払

下

げ

I
:
J
L
五

一
年
よ
り
実
施
さ
れ
、
払
下
げ

を
受
け
た
農
民
は
、
地
価
を
ト

個
年
で
分
納
す
る
。
一

九
じ
じ

年
迄
に
払

F
げ
た
面
積
は
十
三

余
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

。
受
益
曲
辰
家

は
ニ
卜
八
万
六
千
余
戸
。

②
私
有
耕
地
の
払
ド
げ
ー

一
九

五
四
年
よ
り
実
施
、
各
地
主
は

水

田

一、
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
畑

丘
、
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
保
留
さ
れ ．

 
る
外
、
そ
の
超
過
部
分
は
政
府

が
買
上
げ
た
後
、
こ
れ
を
小
作

農
に
払
下
げ
る
。
総
払
ド
げ
面

積
は
十
三
万
九
千
余
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
受
益
農
家
は
ト
JL
万
几
千

戸
。

以

K
の
二
項
に
よ

っ
て
約
五
十
万

戸
の
曲
辰
家
が
、
小
作
澁
と
し
て
自
分

の
曲
辰
地
を
有
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の

で
あ
る
。

□

平
均
地
権
の
実
施
…
…
人
口
の

増
加
と
商
工
業
の
繁
栄
に
よ
る
土
地

の
投
機
を
防
止
し
、
土
地
の
改
良
に

よ
る
収
益
を
社
会
大
衆
に
還
元
す
る
。

-
JL
五
六
年
か
ら

一
九
六
六
年
ま
で

実
施
し
た
地
権
平
均
の
面
積
は
、
十

じ
ガ
七
千
余
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
達
し
た
。

1

九
ヒ
七
年
全
面
地
権
平
均
条
例
を

制
定
し
、
都
市
と
曲
辰
村
を
分
た
ず
、

全
面
的
に
払

F
実
施
し
た
。
そ
の
面

積
は

二
日
七
ト
―亡
万
八
千
余
ヘ

ク
タ

—
ル
に
達
し
、
／
九
ヒ
八
年
の
．
年

間
徴
収
し
た
土
地
税
と
土
地
増
値
税

の
総
額
は
、
新
台
畝
1

i

百
ニ
ト
じ
億

元
以
卜
、
こ
れ
を
米
ド
ル
に
換
算
す

る
と
約
三
億
五
千
余

Jj
ド
ル
と
な
る
。

こ
の
収
人
は
均
し
く
育
児
、
徒
老
、

救
済
、
済
貧
、
国
民
教
育
及
び
公
共

施
設
な
ど
の
社
会
福
利
事
業
に
用
い

ら
れ
、

一
般
社
会
大
衆
の
生
活
改
善

に
極
め
て
大
き
な
効
果
を
あ
げ
て
い

る
。
最
近
十
年
間
我
わ
れ
は
、
曽

っ

て
友
好
国
家
の
委
託
を
受
け
、
上
地

改
革
に
関
す
る
訓
練
を
な
し
た
従
業

人
員
が

一
千
余
人
、
ま
た
ア
ジ
ア、

ア
フ
リ
カ
及
び
中
南
米
の
諸
国
家
へ

農
耕
隊
を
派
遣
し
、
我
わ
れ
の
農
業

技
術
を
提
供
指
導
し
た
。

こ
れ
に
よ

っ
て
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
我
わ
れ

の
上
地
改
革
の
成
功
は
、
＇
既
に
白
由

世
界
の
良
き
模
範
と
な

っ
て
い
る
。

（

私
人
賓
本
の
節
制
と
国
家
資
本

の
発
達
…
…
政
府
は
民
営
企
業
と
中

小
企
業
の
発
展
を
補
導
す
る
と
共
に
、

特
に
直
接
税
の
徴
収
を
強
化
し
、
直

接
税
の
比
半
を
逐
年
増
加
し
た
。
そ

し
て
低
所
得
者
の
私
負
担
を
適
宜
軽
・

減
し
、
；
歩

一
歩
と
祖
税
政
策
の
社

社
目
標
を
実
現
し
て
、
相
税
の
徴
収

に
よ

っ
て
国
民
所
得
及
び
財
富
の
分

配
を
調
節
し
、
均
富
政
策
の
前
進
を

促
が
し
た
の
で
あ
る
。
国
家
資
本
の

発
達
に
つ
い
て
は
、
凡
て
国
防
、
」
父

通
、
電
力
官
の
国
家
拮
本
建
設
及
び

公
用
事
業
は
政
府
経
営
に
し
た
。
近

年
来
完
成
し
た
卜
大
建
設
ー
高
速
道

路
、
中
正
空
港
、
台
中
港
、
蘇
襖
港
、

鉄
道
の
電
気
化
、
北
廻
り
鉄
道
、
造

船
所
、
製
鉄
工
場
、
石
油
化
学
［
業
、

原

f
力
発
電
所
な
ど
、
更
に
十
こ
大

建
設
を
積
極
的
に
計
画
し
て
、

4

ハ
年

経
済
建
設
計
画
と
綜
合
開
発
計
画
を

実
施
し
、
台
湾
地
区
に
於
け
る
全
て

の
建
設
が
飛
躍
的
に
発
展
し
て
、
旧

．
 際人上

の
；
致
し
た
称
賛
を
得
て
い

る
。

四
国
民
所
得
と
眈
布
の
格
差
…
…

中
華
民
国
の
経
済
が
迅
速
に
発
展
し
、

人
民
の
生
活
水
準
が
高
め
ら
れ
た
。

統
計
に
よ
れ
ば
、
／
几
じ
八
年
の
国

民
総
生
産
は
新
台
幣
八
千
八
白
九
ト

三
億
六
千
四
百
jj
元
、
米
ド
ル
に
換

算
し
て

二
白
四
卜
億
余
ド
ル
、
実
際

経
済
成
長
率
は
ト
ニ
、
八
％
の
高
き

に
達
し
て
い
る
。

：
人
当
り
の
国
民

所

得

は

；

r：
-fi四
米
ド
ル
、
こ
の

数
字
を
／
几
丘
こ
年
に
比
較
す
る
と
、

じ
倍
近
く
の
増
加
と
な
る
。
貧
岱
の

差
に

つ
い
て
は
、
台
湾
の
家
庭
総
戸

数
か
ら
rLJ
分
の

ニ
ト
の
比
較
的
高
所

得
及
び
、
比
較
的
低
所
得
者
を
抽
出

し
て
比
較
す
る
と
、
高
所
得
者
家
庭

の
収
人
が
低
所
得
者
家
庭
の
収
人
に

占
め
る
倍
数
が
、
／
几
几
一
伍
年
の
ト

五
倍
に
対
し
て
、

一
九
ぃ
ハ
四
年
は
几
、

：
伍
倍
に
ド
り
、
／
几
じ
八
年
に
於
い

て
は
四
、
一
八
倍
に
ド

っ
て
い
る
。

国
民
貯
格
率
は
．
九
じ
八
年
既
に
III

分
の
：

1

卜
を
超
過
し
て
い
る
。

こ
れ

ら
は
中
堆
民
国
の
経
済
発
展
、
国
民

財
富
の
増
加
を
示
し
て
い
る
と
共
に
、

貧
富
の
差
が
少
な
く
な
り
、
均
富
の

H
標
に
邁
進
し
て
い
る
こ
と
を
表
わ

し
て
い
る
。

国
労
資
の
合
作
、
労
資
間
に
断
絶

が
な
い
…
…
台
湾
地
区
で
上
業
が
発

5
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展
し
て
以
来
、
社
会
構
造
が
漸
次
変

化
し
た
。
労
働
者
人
口
が
急
激
に
増

加
し
一
九
ヒ
八
年
の
労
働
就
業
人
口

は
、
総
就
業
人
口
の
二
九
％
に
達
し
、

：
九
ヒ
ヒ
年
の
受
雇
者
は

一ヂ
11
仕
ト

九
万
四
千
人
に
達
し
て
い
る
。
そ
し

て
労
働
人
口
は
増
え
た
が
、
政
府
が

実
施
し
た
労
資
合
作
の
政
策
よ
ろ
し

き
を
得
て
、
労
資
間
に
断
絶
が
な
く
、

未
だ
か
つ
て
ス
ト
ラ
イ
キ
が
発
生
し

て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
工
業

化
国
家
に
と
っ
て
不
思
議
な
こ
と
で

あ
る
。
台
湾
地
区
で
は
労
工
福
利
と

労
務
保
険
が
全
面
的
に
実
施
さ
れ
て
、

現
在
の
加
入
人
数
は

二
百
十
万
人
、

家
族
の
受
益
者
と
合
せ
て
八
百
数
十

万
人
と
な
り
、
こ
れ
が
社
会
安
定
の

大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ

け
で
な
く
台
湾
地
区
の
失
業
率
は
百

分
の

一
．
六
じ
、
世
界
標
準
の
百
分

の
；
ご
を
ド
廻

っ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ

の
百
分
の
六
に
比
べ
て
大
き
く
下
廻

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
経
済
衰
退
時
期

に
於
い
て
、
ま
た

―
つ
の
奇
蹟
と
な

っ
て
い
る
。
民
間
が
裕
福
で
あ
る
の

で
児
童
の
就
学
率
も
百
分
の
九
九

・

六
の
高
き
に
達
し
て
い
る
。

中
央
の
貧
困
と
落
後
、
こ
れ
は
い

わ
ゆ
る
「
四
つ
の
近
代
化
」
が
失
敗

し
た
後
、
明
ら
か
に
世
人
の
前
に
暴

露
さ
れ
た
。
中
共
の
「
上
席
」
華
国

鋒
は
、
六
月
卜
八
日
第
五
凹
人
民
代

表
会
の
第
-―
次
会
議
に
於
い
て
、
中

共
の
貧
困
と
落
後
は
「
短
時
間
内
に

解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
い
」
と
率

直
に
こ
れ
を
認
め
た
。

そ
し
て
「
経

済
管
理
体
制
と
企
業
管
理
体
制
は
明

ら
か
に
欠
陥
が
あ
る
」
と
承
認
し
た

の
で
あ
る
。
中
国
大
陸
の
人
民
は
台

湾
地
区
の
繁
栄
富
裕
の
消
息
を
聞
き
、

「
台
湾
に
見
習
え
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
叫
び
出
し
た
。
我
わ
れ
が
中
華
民

国
の
台
湾
地
区
と
大
陸
地
区
人
民
の

生
活
状
況
を
比
較
す
る
時
、
ど
ち
ら

の
政
治
体
制
が
人
民
に
受
け
入
れ
ら

四
、
台
湾
地
区
と
大
陸
地
区
人
民

生
活
の
比
較

． 五
、
証
明
と
啓
示

中
華
民
国
は
台
湾
地
区
に
於
い
て
、

q
万氏、
E
義
の
均
富
政
策
を
実
施
し
、

国
家
の
近
代
化
、
工
業
化
を
推
進
し

た
。
世
界
銀
行

一
九
七
八
年
出
版
の

A
T
L
A
S
資
料
に
よ
れ
ば
、
中
華

民
国
は
世
界
上
人
口
二
日
ガ
以
上
の

国
家
中
、

三
項
目
の
順
位
か
ら
兄
て
、

中
華
民
国
経
済
の
国
際

K
占
め
る
地

位
は
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
…
…
。

1

九
ヒ
じ
年

q

人
当
り
国
民
所
得

一
、

一
八
〇
米
ド
ル
世
界
の
第

四
七
位

一
九
七
七
年
国
民
総
生
産
額

q

九
六
億
米
ド
ル
世
界
の
第
四

―

位一
九
じ

0
年
1
/
J
L
じ
六
年
平
均

経
済
成
長
奉
百
分
の
八

・
六

世

界
の
第
十
二
位

そ
し
て
中
共
は
こ
の
資
料
の
中
で
、

一
人
当
り
国
民
所
得
は
第
八
十
三
位、

平
均
経
済
成
長
率
は
第
ニ
卜
四
位
で

あ
り
、

中
華
民
国
に
遠
く
及
ば
な
い

の
で
あ
る
。

一
九
七
八
年
ス
イ
ス
銀
行
が
、
国

民
所
得
額

一
千
二
百
米
ド
ル
以
上
を

標
準
に
編
集
し
た
、
世
界
最
富
有
の

五
十
三
国
家
に
於
い
て
、
中
華
民
国

は

一
、
四

―
二
米
ド
ル
で
第
四
十
四

位
を
占
め
、
世
界
銀
行
の
前

一
年
の

れ
る
か
、
白
ら
お
わ
か
り
と
思
う
。

統
計
か
ら
：
位
卜
昇
し
て
い
る
。
本

年

七

月

一卜
几
日
、
キ
リ
ス
ト
教
科

学
蔵
言
報
は
「
明

11
の
大
国
」
の
特

別
記

t
で
、
中
華
民
国
を
世
界
卜
の

じ
一
軍
中
大
国
の
こ
に
対
し
、
中
堆

民
国
と
韓
国
、
香
港
、

シ
ン
ガ
ホ
ー
ル

は
、
現
有
工
業
先
進
国
に
挑
戦
す
る
「

明
［
の
強
権
」
で
あ
る
と
指
摘
し
、
中

華
民
国
の
政
府
と
人
民
に
、
大
き
な

典
柄
と
鼓
舞
を
与
え
た
。
特
に
中
倖

民
国
人
民
が
特
に
注

11す
べ
き
こ
と

は
、
キ
リ
ス
ト
教
科
学
歳
膚
報
が
、

中
堆
民
固
及
び
そ
の
他
．

一国
と

11
本

は
「
孔
＋
の
工
作
倫
理
」
を
共
有
し
、

「孔

f
の
工
作
倫
理
が
、
彼
ら
を
し

て
世
界
工
業
先
進
国
と
肩
を
並
べ
さ

せ
た
推
進
力
で
あ
る
」
と
論
評
し
て

い
る
。
そ
れ
は
孔

f
の
エ
作
倫
理
が
、

西
方
の
近
代
賓
本
困
家
を
建
設
し
た

「
キ
リ
ス
ト
教
の
工
作
倫
理
」
と
同

じ
で
あ
り
、
そ
れ
は
勤
労
、
倹
約
、
効

率
及
び
敬
業
の
美
徳
で
あ
る
。
キ
リ

ス
ト
教
科
学
歳
言
報
は
、
孔
子
の
大

同
世
界
と
、
孫
中
山
先
生
の
民
生
じ

義
の
精
神
を
充
分
理
解
し
て
い
な
い

の
に
、
こ
の
浣
意
あ
る
評
価
に
対
し

て
、
中
華
民
国
の
政
府
と
人
民
が
、
こ

の
世
界
大
同
と
民
生
、
上
義
の
崇
高
な

る
理
想
に
よ
っ
て
、
難
苦
に
耐
え
、
反

共
復
国
の
た
め
に
柄
闘
す
る
国
家
と

し
て
、
更
に
繁
栄
、
更
に
幸
福
な
均
直

社
会
に
到
達
す
る
こ
と
を
信
じ
て
る
。
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愛によって築くコンセンサス

日本通運株式会社 副社長

赤 城 海 助

去
る
五
月
、
日
本
に
お
い
て
、
「
世

界
の
ギ
ャ

ッ
フ
を
う
め
る
産
業
界
の

役
割
ー
正
し
い
解
決
の
前
提
条
件
と

し
て
の
相
互
信
頼
ー
」
を
メ
イ

ン
テ

ー
マ
と
し
て
、
第
：

lulの
固
際
産
業

人
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
幸

い
、
そ
の
最
終
日
に
出
席
で
き
た
わ

た
く
し
に
も
、
発
言
の
機
会
が
与
え

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
数
日
後
、
ハ
イ

ン
リ

ッ
ヒ
・
カ

ラ
ー
さ
ん
の
訪
問
を

受
け
、
こ
の
美
し

い
コ
ー

ヘ
ご
招
待

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
今
凹
、
当
地
で
、
産
業
人
会

議
が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
わ
た

く
し
は
、
喜
ん
で
飛
ん
で
ま
い

っ
た

次
第
で
あ
り
ま
す
。

わ
た
く
し
は
、
こ
の
コ
ー
に
お
け

る
会
議

へ
の
参
加
は
初
め
て
で
あ
り

ま
す
の
で
、
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
に
至

る
わ
た
く
し
の
精
神
生
活
上
の
体
験

に
つ
い
て
、
若
干
、
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

わ
た
く
し
に
と

っ
て
、
こ
こ
十
数

年
は
、
家
庭
人
と
し
て
も
、
産
業
人

と
し
て
も
、
ま
さ
に
、
激
動
の
期
間

で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
様
々
な

葛
藤
、
苦
難
を
経
験
す
る
過
程
に
お

い
て
、
あ
る
時
期
か
ら
、
わ
た
く
し

の
内
面
に
、
大
き
な
精
神
的
変
化
が

生
じ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

つ
ぎ
の
二
つ
の
啓
示
が
契
機
と
な

っ

た
と
111
心
っ
て
お
り
ま
す
。

．
 

そ
の

一
っ
は
、
わ
た
く
し
が
、
寸

年
前
、
五
卜
五
オ
に
し
て
、
家
族
五

人
中
最
後
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て

信
仰
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
、

い
ま
．
つ
は
、
ご
く
最
近
の
こ
と
で

あ
り
ま
す
が
、
著
物
を
通
し
て
、
ブ

ッ
ク
マ
ン
博
士
の
言
葉
に
接
し
え
た

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

わ
た
く
し
は
、
卜
数
年
前
、
会
社

内
の
人
事
問
題
や
、
労
使
関
係
上
の

問
迎
に
、
大
変
悩
み
、
苦
労
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
は
か
ら
ず
も
、
神
の

導
き
を
え
て
、
家
族
と
共
に
教
会
に

行
き
、
聖
書
を
学
ぶ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
天
地
の
創
造
主
で

あ
る
ま
こ
と
の
神
を
知
り
、
神
の
声

を
き
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ま
で

の
強
す
ぎ
る
自
我
、
不
遜
な
私
白
身

が
徹
底
的
に
打
ち
砕
か
れ
る
こ
と
に

な

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
特
に
、
聖

書
の
こ
と
ば
、

「
主
を
恐
れ
る
こ
と
は
、
知
識
の

初
め
で
あ
る
。
愚
か
者
は
、
知
恵
と

訓
戒
を
さ
げ
す
む
。
わ
が
十
よ
、
あ

な
た
の
父
の
訓
戒
に
間
き
従
え
。
あ

な
た
の
母
の
教
え
を
捨
て
て
は
な
ら

な
い
。
そ
れ
ら
は
、
あ
な
た
の
頭
の

麗
し
い
花
輪
、
あ
な
た
の
首
飾
り
で

あ
る
ニ
は
、
わ
た
く
し
の
胸
を
強
く

う
ち
ま
し
た
。

わ
た
く
し
は
、
そ
れ
ま
で
の
自
分

の
生
き
方
を
反
省
し
、
悔
い
改
め
る

覚
悟
を
し
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
人

生
で
大
切
な
も
の
は
、
聖
因
に
あ
る

如
く
、
信
仰
と
希
望
と
愛
の
二

つ
で

あ
る
と
確
信
し
、
そ
の
う
ち
で
最
も

大
い
な
る
も
の
は
愛
で
あ
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

神
は
愛
な
り
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

ま
こ
と
に
、
「
愛
は
甕
容
で
あ
り
、
情

け
深
い
、
ね
た
ま
な
い
、
う
ら
み
を

い
だ
か
な
い
、
不
義
を
喜
ば
な
い
で

真
理
を
喜
ぶ
。
そ
し
て
、
す
べ
て
を

忍
び
、
す
べ
て
を
信
じ
、
す
べ
て
を

望
み
、
す
べ
て
を
耐
え
る
。
愛
は
い

つ
ま
で
も
絶
え
る
こ
と
が
な
い
こ
の

で
あ
り
ま
す
。
何
と
す
ば
ら
し
い
神

の
こ
と
ば
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の

こ
と
が
即
ち
、

M
R
A
の
、
正
直
、

純
潔
、
無
私
、
愛
と
い
う
最
高
の
精

神
的
・
道
義
的
基
準
そ
の
も
の
で
あ

る
と
、
わ
た
く
し
は
確
信
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

以
来
、
わ
た
く
し
は
、
産
業
人
と

し
て
、
こ
の
こ
と
を
、
何
と
か
身
を

も

っ
て
実
践
し
よ
う
と
、
自
ら
を
戒

め
つ
つ
、
ま
ず
、
従
業
員

一
人
ひ
と

り
と
、
心
の
触
れ
合
い
を
持
つ
よ
う

に
努
め
る
こ
と
か
ら
始
め
、
社
内
従

業
員
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
こ
と
に

努
力
を
傾
注
し
て
参
り
ま
し
た
。

即
ち
、
全
国
二
千
余
の
事
業
所
に

勤
務
す
る
ヒ
ガ
余
の
従
業
員
お
よ
び

組
合
幹
部
の
人
々
と
心
を
通
じ
合
い
、

．
 その将

来
に
つ
い
て
コ
ン
セ
ン
サ
ス

を
醸
成
す
る
こ
と
が
、
わ
た
く
し
の

最
大
の
仕
事
と
な

っ
た
の
で
す
。

労
使
間
の
問
題
を
処
理
す
る
に
あ

た

っ
て
も
、
争
い
を
で
き
る
だ
け
避

け
て
、
相
手
の
意
見
を
よ
く
聞
き
、

建
設
的
な
話
し
合
い
を
通
じ
て
、
よ

り
良
い
方
向
に
踏
み
出
す
べ
く
、
懸

命
の
努
力
を
続
け
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
苦
労
は
無
駄
で
は
な

＜
、
お
か
げ
さ
ま
で
、
わ
が
社
の
労

使
関
係
も
、
互
い
の
理
解
と
納
得
に

よ
る
話
し
合
い
の
精
神
が
実
を
結
び
、

年
を
追

っ
て
正
常
な
、
希
望
に
み
ち

た
姿
に
近
づ
ぎ
つ
つ
あ
る
と
自
負
し

て
お
り
ま
す
。

わ
た
く
し
は
「
愛
に
よ

っ
て
行
う

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

•

愛
に
よ
っ

て
築
く
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
を
念
副
し

て
、
年
に

二
回
、
全
国
に
散
在
す
る

事
業
所
を
訪
れ
、
そ
こ
で
、
数
百
名

に
及
び
労
働
組
合
の
幹
部
と
膝
を
交

え
て
、
わ
け
へ
だ
て
の
な
い
話
し
合

い
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
、
単
な
る
論
争
や
説
得
や
信
念
の

披
握
だ
け
で
な
く
、
よ
り
賢
明
な
決

定
に
必
要
な
か
け
値
の
な
い
正
直
な

情
報
や
、
経
営
の
実
体
を
冷
静
に
み

つ
め
る
中
か
ら
想
定
さ
れ
る
将
来
像
、

ま
た
、
よ
り
広
範
な
経
営
環
境
に
関

す
る
問
題
、
等
に
つ
い
て
、
情
報
を

伝
達
し
、
意
兄
を
交
換
し
、
相
手
の

7
 



話
も
十
分
に
聞
き
な
が
ら
、
誠
意
を

も
っ
て
話
し
合
い
を
お
こ
な
っ
て
き

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
最
近
で
は
、
お
互
い

に
相
手
の
立
場
を
蒜
重
し
つ
つ
、
何

で
も
正
直
に
話
し
合
え
る
よ
う
な
労

使
関
係
が
で
き
あ
が
り
つ
つ
あ
り
、

「
愛
に
よ
っ
て
築
く
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」

に
、

一
歩
一
歩
近
づ
い
て
き
て
い
る

の
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
実
践
を
通
じ
て
、
わ

た
く
し
は
、
自
分
の
仕
事
に
明
る
い

希
望
が
生
じ
、
新
し
い
意
欲
が
湧
き

出
る
の
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
た
ま

た
ま
、
こ
の
よ
う
な
時
に
、
ブ
ッ
ク

マ
ン
博
士
の
つ
ぎ
の
言
葉
に
接
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
と
き
に
は
、
ほ
ん
と
う
に
、
わ
が

眼
を
疑
う
ほ
ど
驚
き
ま
し
た
。
そ
こ

に
は
、
わ
た
く
し
の
考
え
方
、
生
き

方
が
、
さ
ら
に
深
く
表
現
さ
れ
て
お

り
、
今
後
の
進
み
方
が
明
確
に
示
さ

れ
て
い
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
り
ま

す
。
す
な
わ
ち
、

「
人
智
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

幻
滅
と
困
惑
と
無
秩
序
に
う
ろ
た
え

て
い
る
現
在
の
世
界
に
答
え
を
与
え

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

今
日
の
国
際
問
題
の
基
本
に
は
、

利
己
心
と
怖
れ
と
い
う
個
人
的
な
問

題
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
は
人
が

．
 

変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

世
界
の
平
和
は
人
の
心
の
平
和
か

ら
の
み
生
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。

地
域
的
な
対
立
、
経
済
恐
慌
、
人

種
的
紛
争
、
国
際
間
の
争
い
に
対
す

る
解
答
は
、
神
の
自
由
な
精
神
を
カ

強
く
体
験
す
る
こ
と
で
す
。

最
も
必
要
な
こ
と
は
、
神
の
支
配

で
す
]

ま
た
、
「
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
時
は
、
神
に
聴
き
さ
え
す

れ
ば
、
道
が
示
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

を
、
わ
た
く
し
は
知
り
ま
し
た
。
人

が
聴
く
時
、
神
は
語
り
ま
す
。
人
が

従
う
時
、
神
は
働
き
ま
す
。
秘
訣
は

神
の
支
配
に
あ
り
ま
す

〗
と
い
う
言

葉
で
す
。

●

J

の
言
葉
に
出
会
っ
た
と
き
、
わ

た
く
し
は
、
大
変
な
衝
撃
を
受
け
る

と
同
時
に
、
深
い
感
激
が
湧
く
の
を

感
じ
ま
し
た
。
わ
た
く
し
は
、
こ
の

言
葉
に
導
か
れ
て
、
今
後
も
、
「
愛

に
よ
っ
て
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン

•

愛
に
よ
っ
て
築
く
コ
ン
セ
ン
サ

ス
」
の
実
践
を
続
け
て
い
き
た
い
と

念
願
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
ブ
ッ
ク
マ
ン
博
士
は
語

り
ま
す
。

「
神
に
聴
く
意
志
を
も
っ
た

一
団

の
人
び
と
に
、
神
は
、
は
っ
き
り
と

語
り
ま
す
]

こ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
コ
ー
に
来

た
い
と
思
わ
な
い
人
が
い
る
で
し
ょ

う
か
。
わ
た
く
し
と
し
て
は
、
東
芝

さ
ん
の
よ
う
に
、
我
社
の
組
合
幹
部

の
人
び
と
も
、
こ
の

M
R
A
大
会
に
、

わ
た
く
し
共
と

一
緒
に
参
加
す
る
機

会
が
、
近
い
将
来
に
お
い
て
実
現
す

る
こ
と
を
、
強
く
念
顆
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

わ
た
く
し
自
身
も
、
こ
れ
か
ら
益

々
、
朝
夕
の
祈
り
を
通
じ
て
神
と
の

交
わ
り
を
重
ね
つ
つ
、
神
の
支
配
の

下
に
生
き
続
け
た
い
と
忍
っ
て
お
り

ま
す
。

M
R
A
大
会
に
参
加
し
た
こ
の
機

会
を
通
じ
て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

方
々
と
語
り
合
い
、
一
部
に
、
ア
ン

フ
ェ
ア
だ
と
誤
解
さ
れ
て
い
る
向
き

の
あ
る
日
本
に
つ
い
て
、
ま
た
日
本

の
産
業
界
に
つ
い
て
、
皆
様
の
理
解

を
深
め
、
相
互
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め

る
た
め
に
、
わ
た
く
し
な
り
に
努
力

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様

の
ご
批
判
、
ご
忠
告
も
、
そ
の
過
程

で
是
非
賜
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

（一

九
じ
八
年
。コ

ー
、
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ウ
ス

に
て
）

．
 

私
た
ち
の
メ
ン
バ
ー
は
東
芝
と
そ

の
グ
ル

ー
フ
会
社
か
ら
な
る
チ
ー
ム

で
し
た
が
、
共
通
の
悩
み
は
語
学
に

弱
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
私
臼
均

も
参
加
で
き
る
楽
し
み
と
共
に
不
安

が
最
後
ま
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
マ

ウ
ン
テ
ィ
ン
ハ
ウ
ス
に
滞
在
し
た
期

間
中
は
さ
し
た
不
便
を
感
じ
な
い
で

終
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
あ
の
会
場
の
中
に
あ

っ
た
皆
の

善
意
と
思
い
や
り
と
親
切
、
そ
ん
な

も
の
が

一
杯
に
溢
れ
て
い
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。
世
の
中
の
様
相
は
ま

さ
に
き
び
し
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、

あ
の
思
い
や
り
と
善
意
が
拡

っ
て

い

っ
た
ら
世
の
中
は
も
っ
と
明
る
い
も

塁
労
働
雙
11

後
藤
光
弘

姫
路
支
部
委
員
長

MRA全国大会開催．／
1979年度MRA全国大会は10月20日、東京、神宮

外苑の日本青年館で来日中の国際代表を迎えて盛大

に開催された。この日コーの世界大会に参加した人

びとの報告の中からお二人を紹介します。

の
に
な
る
だ
ろ
う
と
、
そ
れ
が
私
の

；
番
の
感
想
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
私
た
ち
は
出
発
の
時
か

ら
聞
か
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
が
各

国
の
人
び
と
が
日
本
に
対
す
る
関
心

が
深
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
行

っ
て
み
て
誠
に
そ
の
よ
う
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
然
し

11
本
に
対
す
る
関
心

と
は
日
本
の
製
品
が
す
ば
ら
し
い
と

か
、
日
本
の
経
済
的
発
展
と
か
で
な

く
、
人
び
と
の
ほ
ん
と
う
に
知
り
た

い
こ
と
は
、
日
本
人
が
何
を
考
え
て

い
る
の
か
、
日
本
人
の
心
と
は
ど
う

い
う
も
の
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
深

い
関
心
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を

感
じ
ま
し
た
。
あ
る
外
国
人
は
「
今

ま
で
日
本
人
が
こ
わ
か

っ
た
」
と
も

1
1

―IC: 
っ
て
ま
し
た
。
私
た
ち
は
こ
れ
か
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ら
も
も
っ
と
日
本
人
の
考
え
方
な
り
、

心
な
り
を
世
界
の
人
び
と
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
努
力
す
べ
き
で
は
な

い
か
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

ま
た
こ
れ
と
は
う
ら
は
ら
に
、
こ

の
広
い
世
界
を
深
く
知
っ
て
い
く
べ

き
と
も
感
じ
ま
す
。
自
分
は
世
間
が

広
い
と
い
う
自
負
心
を
も
ち
が
ち
で

す
が
、
そ
れ
は
所
詮
、
日
本
と
い
う

尺
度
の
中
に
お
け
る
世
間
の
広
さ
で

あ
っ
て
、
世
界
と
い
う
も
の
さ
し
で

み
た
と
き
に
私
た
ち
は
ほ
ん
と
う
に

世
界
を
知
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と

深
い
疑
義
を
も
っ
た
次
第
で
す
。

あ
る
日
の
食
事
の
と
き
、
南
ア
フ

リ
カ
の
議
員
さ
ん
と

一
紹
に
テ
ー
ブ

ル
を
囲
ん
だ
の
で
す
が
、
そ
の
と
き

そ
の
ひ
と
が
こ
ん
な
こ
と
を
い
い
ま

し
た
。「

私
は
こ
こ
で
恵
ま
れ
た
食
事
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
し
か
し
私
の
国

で
は
多
く
の
ひ
と
が
；
日
に
：
食
の

食
事
を
ど
う
し
て
得
よ
う
か
と
悩
ん

で
あ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
る

と
私
は
幸
せ
す
ぎ
る
」
と
。

私
の
も
っ
て
い
た
南
ア
フ
リ
カ
と

い
う
国
の
イ
メ
ー
ジ
は
も
っ
と
も
っ

と
富
め
る
国
で
し
た
。

い
ま
日
本
が

自
国
の
繁
栄
の
み
を
考
え
て
全
力
を

あ
げ
て
い
く
べ
き
か
、
静
か
に
世
界

と
い
う
舞
台
の
中
で
日
本
が
何
を
い

ま
な
し
て
い
く
べ
き
か
を
考
え
る
こ

と
が
大
事
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
。

そ
れ
が
第
二
の
感
想
で
し
た
。

終
り
に
コ
ー
に
行

っ
て
私
白
身
に

何
が
お
き
た
か
を
巾
し
あ
げ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

私
は
コ
ー
の
芙
し
い
屎
色
の
中
で
、

ふ
と
家
族
の
こ
と
を
思
い
ま
し
た
。

考
え
て
み
ま
す
と
徊
日
の
生
活
の
中

で
家
族
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
の
何

と
少
な
い
か
と
か
。
恥
か
し
い
こ
と

で
す
が
、
考
え
て
み
ま
す
と
結
婚
し

て

f
度
ト
Ji
年
目
に
％

っ
て
い
ま
し

た
。
私
は
そ
こ
で
考
え
ま
し
て
私
と

宴
と
の
中
と
い
う
と
偶
に
は
食
ボ
に

で
か
け
る
か
、
買
物
の
連
転
手
を
す

る
ぐ
ら
い
の
こ
と
で
し
た
。

r度
良
い
機
会
な
の
で
卜
几
年
振

り
に
新
婚
旅
行
で
歩
い
た
コ
ー
ス
を

疑
と
二
人
で
歩
い
て
み
る
こ
と
も
良

い
と
思
っ
た
の
で
す
。
帰

っ
て
そ
ん

な
こ
と
を
必
に
話
し
た
と
こ
ろ
、
疑

に
と
っ
て
は

M
R
A
に
参
加
し
た
私

の
変
化
と
し
て
大
き
な
感
謝
で
受
け

と
め
て
く
れ
ま
し
た
。

M
R
A
に
つ
い
て
ま
だ
知
ら
な
い

こ
と
が
多
い
私
で
す
が
、
ま
ず

一
番

に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は

身
近
か
な
と
こ
ろ
か
ら
の
変
化
だ
ろ

う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

私
は
こ
れ
か
ら
の
私
の
人
生
の

q

つ
の
指
針
と
し
て
、
ほ
ど
ほ
ど
に
接

し
、
人
に
求
め
る
場
合
に
自
分
自
身 ．

 
今
回
の
参
加
を
通
し
て
私
個
人
の

感
想
を
申
し
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は

二

つ
ば
か
り
忘
れ
ら
れ
な
い
印

象
を
も
ち
ま
し
た
。

―
つ
は
皆
さ
ん
の
言
わ
れ
た
「
内

な
る
声
に
耳
を
傾
け
な
さ
い
」
と
い

う
言
薬
で
す
。

私
は
今
ま
で
、
仕
事
を
し
て
い
る

最
中
に
、
ど
う
し
て
も
自
分
の
我
を

す
て
き
れ
な
い
で
い
ま
し
た
。
そ
し

て
形
だ
け
と
い
う
か
、
良
い
カ
ッ
コ

を
す
る
と
い
う
か
、
何
か
ほ
ん
も
の

で
な
い
姿
に
促
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と

が
ま
ま
反
省
さ
せ
ら
れ
て
い
た
訳
で

す
。
何
か
そ
の
辺
の
と
こ
ろ
で
ふ

っ

き
れ
る
も
の
は
な
い
か
と
常
づ
ね
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
言
薬
に
よ

っ
て
胸
に
つ
か
え
て
い
る
も
の
が
、

す

っ
と
お
り
た
よ
う
に
忍
い
ま
す
。

そ
れ
と
同
時
に
白
分
の
周
屈
を
変
え

て
い
こ
う
と
願
う
場
合
、
ま
ず
白
分

が
変
わ
る
と
い
う
言
葉
を
き
い
た
の

で
す
が
、
こ
れ
も
私
に
と
っ
て
は
非

常
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
ま

ず

fl分
が
変
わ
る
、
そ
れ
に
よ

っ
て

周
囲
も
変
わ
る
。
私
は
こ
の
こ
と
に

よ
っ
て
非
常
に
安
心
立
命
と
い
う
か

tB
詞
い
ー

北
原
良
雄

を
も

っ
と
考
え
て
い
き
た
い
と
い
う

の
が
感
想
で
す
。

こ
の
確
信
は
私
に
と

っ
て
大
き
な

悩
こ
び
で
し
た
の
で
、
余
り
の
始
し

さ
に
そ
れ
を
伝
え
に
河
原
さ
ん
を
お

訪
ね
ま
し
た
。
東
芝
機
械
の
相
談
役
河

原
さ
ん
は
、
私
が
束
芝
に
人
社
し
た

こ
ろ
、
当
時
は
常
務
取
締
役
勤
労
部

長
で
し
た
が
、
実
は
河
原
さ
ん
が
こ

の
M
R
A
に
つ
い
て
話
し
て
ド
す

っ

た
最
初
の
力
で
し
た
。
そ
の

M
R
A

に
私
も
今
川
参
加
で
き
、
し
か
も
嬉

し
い
体
験
を
得
た
の
で
、
や
も
た
て

も
た
ま
ら
ず
お
訪
ね
し
、
お
礼
を
中

し
の
べ
た
の
で
す
。
河
原
さ
ん
は
こ

ぅ
．

q
•り
い
わ
れ
ま
し
た
。

「M
R
A

は
も

の
に
促
わ
れ
な
い
安
心
で
き
る
境
地

が
得
ら
れ
る
。
こ
れ
が
大
き
い
ね
」

と
お

っ
し
ゃ
り
嬉
こ
ん
で
ド
す

っ
た

の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
ほ
ん
と
う

に
大
き
な
収
獲
の

―
つ
で
し
た
。

も
う

―
つ
は
帰
国
し
た
そ
の
夜
、

疲
れ
も
あ

っ
て
ぐ

っ
す
り
眠

っ
た
の

で
す
が
午
前
：

一時
項
、

H
が
さ
め
い

ろ
い
ろ
考
え
て
い
る
う
ち
に
ど
う
し

て
も
絞
つ
か
れ
な
い
の
で
す
。
私
の

こ
こ
ろ
を
大
き
く
し
め
て
い
る
こ
と

は
次
の
よ
う
な
こ
と
で
し
た
。

私
日
身
が
今
ま
で
仕
ボ
と
会
社
と

そ
し
て
白
分
白
身
の
こ
と
ば
か
り
考

え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
白
分
の

家
庭
と
い
う
も
の
を
余
り
考
え
て
い

何
か
ほ

っ
と
し
た
安
心
感
を
得
ま
し

こ
。

t
 

．
 な

か

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
今
ま
で

は
い
生
懸
命
に
働
ら
い
て
い
れ
ば
、

こ
れ
に
よ

っ
て
家
族
は
白
ら
安
泰
、

そ
れ
で
い
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん

な
風
に
決
め
て
し
ま

っ
て
い
た
が
果

し
て
そ
れ
で
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
家

内
は
い

っ
た
い
ど
ん
な
気
持
ち
で
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
こ
と
を
考

え
て
い
る
う
ち
に

-

1

時
間
が
す
ぎ
、

家
内
も
気
づ
い
て

11を
さ
ま
し
た
の

で
「
こ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
」
と

自
分
の
考
え
て
い
た
こ
と
を
話
し
ま

し
た
。
す
る
と
家
内
も
「
実
は
私
も

ほ
ん
と
う
に
幸
わ
せ
と
は
思
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
前
か
ら
考
え
て
い
た

こ
と
で
す
が
、
で
き
る
眼
り
私
も
家

庭
を
で
て
積
極
的
に
働
ら
い
て
み
た

い
。
そ
う
し
た
倒
ら
く
場
が
な
い
も

の
か
、
何
か
そ
う
し
た
チ
ャ
ン
ス
は

な
い
か
と
、
今
ま
で
ず

っ
と
悩
ん
で

い
ま
し
た
」
と
打
ち
あ
け
て
く
れ
ま

し
た
。
私
は
こ
の
話
し
合
い
を
通
じ

て
、
「
自
分
が
浅
は
か
で
あ

っ
た
こ
と
。

白
分
は
結
局
、
家
庭
を
ス
ホ
イ
ル
し

て
し
ま

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

家
内
だ
け
で
な
く

f
供
に
も
彩
嬰
＂
を

与
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
つ

く
づ
く
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
の
で
す
。

そ
し
て
こ
れ
か
ら
は
出
米
る
限
り

仕
巾
だ
け
で
な
く
家
庭
を
通
じ
て
社

会
と
の
ま
じ
わ
り
と
つ
な
が
り
を
も

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

，
 



ト
月
ニ
ト
じ

・
八
日
の
両
日
秋
晴

れ
の
六
甲
山
麓
住
吉
研
修
所
に
お
い

て
第
二
回
関
西

M
R
A
秋
の
大
会
が

開
か
れ
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ
か
ら
ス
タ
ン
リ

ー

・
シ
ェ
パ
ー
ド
夫
妻
、
ロ
バ
ー
ト

・
ウ
ッ
ド
君
、
マ
レ
ー
シ
ヤ
か
ら
チ

ャ
ー
ル
ス

・
ウ
イ
ー
君
を
は
じ
め
、

束
扇
、
岡
山
、
九
州
な
ど
各
地
か
ら

の
ゲ
ス
ト
を
迎
え
、
静
か
な
環
境
に

め
ぐ
ま
れ
た
中
で
熱
心
な
討
議
が
行

わ
れ
た
。

テ
ー
マ
は
「
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
」

第
一
日
日
の
全
体
会
議
で
は
海
外
の

ゲ
ス
ト
お
よ
び
最
近
あ
ら
た
に
ス
イ

ス
、
コ
ー
の
大
会
に
出
席
し
た
方
々
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ
の
ス
タ
デ
ィ
ー
コ

ー
ス
を
終
え
て
帰
ら
れ
た
力
な
ど
か

ら
今
世
界
中
に
お
こ
っ
て
い
る
問
題
、

そ
し
て
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た

め
の

M
R
A
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て

情
報
を
提
供
い
た
だ
き
、
そ
の
あ
と

． 

． 

■

第
二
回
関
西
M
R
A
秋
季
大
会

■

「
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
」
を

日
間
に
わ
た
る
丘
つ
の
分
科
会
で

充
分
つ

っ
込
ん
だ
話
合
い
が
行
わ
れ

た
。
最
後
の
全
体
会
議
で
は
代
表
的

な
所
信
発
表
が
行
わ
れ
、
ま
ず
自
分

か
ら
決
心
し
て
チ
ェ
ン
ジ
の
体
験
を

得
、
そ
の
確
信
を
隣
人
に
伝
え
、
大

き
く

M
R
A
の
輪
を
ひ
ろ
げ
て
、
世

界
の
再
造
に
力
を
尽
す
こ
と
を
約
束

し
た
。

ゲ
ス
ト
の
力
の
中
に
は
ニ
卜
年
湘

に

M
R
A
に
出
会
い
、
す

っ
か
り
忘

れ
て
い
た
が
今
luJ
の
参
加
を
通
じ
て

ふ
た
た
び
そ
の
灯
を
大
き
く
燃
や
し
、

共
に
歩
む
こ
と
を
停

っ
て
ド
さ
っ
た

方
々
も
あ
り
、
大
会
の
應
義
の
大
き

さ
を
再
認
識
し
た
。

多
く
の
費
重
な
所
信
が
述
べ
ら
れ

た
が
、
そ
の

一
部
を
ご
紹
介
す
る
。

足
立
憲
昭

（
ジ
ャ
ス
コ
）
職
場
で

は
前
進
あ
る
の
み
で
仲
間
詞
志
ふ
り

む
く
機
会
も
な
い
程
忙
し
い
。
サ
ー

ビ
ス
業
と
い
う
も
の
が
本
当
に
枇
の

熱
心
に
討
議
し
た

中
に
奉
仕
出
来
て
い
る
か
批
判
ば
か

り
し
て
き
た
。
昨
年
か
ら

M
R
A
に

参
加
、
正
直
に
生
き
よ
う
と
決
心
し
、

ま
ず
職
場
の
ご
み
を
た
め
ら
い
な
く

拾
う
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
。
吾
々
の

仲
間
の
中
に
た
ま
っ
た
ほ
こ
り
を
払

い
、
心
の
中
の
災
し
い
も
の
を
堀
り

出
す
努
力
を
し
た
い

。

市
座
久
子

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ
ス

タ
デ
ィ
ー
コ
ー
ス
か
ら
怖
り
、
こ
ん

な
に
い
く
シ
ェ
ハ
ー
ド
犬
及
に
会
え

て
う
れ
し
い
。

ル
ー
ム
メ
ー
ト
の
ハ

フ
ア
、
ニ
ュ
—
ギ
ニ
ャ
の
女
性
に
異

和
感
を
抱
い
た
が
、
あ
ま
り
に
も
索

朴
で
純
粋
な
の
に
心
う
た
れ
た
。
白

分
が
い
か
に
打
邸
的
で
利
己
的
か
に

気
付
き
改
め
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た

か
け
ひ
き
の
な
い
純
粋
さ
が
人
の
心

を
う
つ

。

清

野

正

（東
芝
）
：
伍
年
前
か
ら

高
瀬
専
務
が
共
叫
し
、
す
で
に
二
十

六
名
が
コ
ー
に
出
窟
し
た
。
労
使
が

胸
楳
を
開
い
て
語
り
合
う
場
と
し
て

M
R
A
が
役
立
っ
て
い
る
。

梅
原
志
朗

（
政
策
推
進
労
組
会
議
）

人
と
人
と
の
ふ
れ
介
い
を
通
じ
て
よ

ろ
こ
び
を
感
じ
て
い
る
。
労
組
が
物

取
り
で
な
く
、
相
手
の
立
場
に
立

っ

て
考
え
祈
し
い
力
を
つ
け
て
ゆ
く
こ

と
に
努
力
し
た
い
。

ロ
パ
ー
ト
・
ウ

ッ
ド

（オ
—
ス
ト

ラ
リ
ヤ

M
R
A
)
関
西
は
民
間
外
交
、

竹
ー
の
根
外
交
の
さ
き
が
け
の
地
と
し

て
有
名
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
先
も
そ

う
な
る
こ
と
を
信
じ
る
。
イ
ン
ド
、

ハ
ン
チ
ガ
ニ
ー
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
フ

養
成
コ
ー
ス
で
、
；

g

日
年
が
語
っ
た

が
、
彼
は
大
学
で
の
カ
ン
ニ
ン
グ
の
不

止
に
気
付
い
て
学
校
側
に
詑
び
、
規

律
委
員
会
か
ら
呼
出
し
を
う
け
た
。

放
校
を
党
栢
し
た
が
、
逆
に
ど
う
す

れ
ば
カ
ン
ニ
ン
グ
を
無
く
す
る
こ
と

が
出
米
る
か
の
相
談
を
う
け
た
体

験
を
活
か
し
て
劇
を
つ
く
り
、
ボ
ン

ベ
イ
の
各
学
校
で
上
油
し
た
グ
ル

ー
フ
に
日
本
の
女
性
＾
名
が
加
わ
り
、

立
派
な
大
使
の
役
割
を
果
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
女
性
に
参
加
し
て
ほ
し
い
。

正
し
い
指
導
者
を
後
成
し
、
民

‘E
々

義
の
弧
島
と
な

っ
て
い
る
イ
ン
ド
を

守
る
努
力
を
し
て
い
る

野
村
一
雄

（住
友
屯
エ
）
理
論
的

に
考
え
た
結
論
の
み
を
相
手
に
押
付

け
、
過
程
を
説
明
し
説
得
す
る
努
力

に
欠
け
て
い
た
人
に
対
す
る
息
い

や
り
を
も

っ
と
勉
強
し
た
い
。
海
外

勤
務
で
外
か
ら
兄
た

11
本
は
非
常
に

閉
領
的
で
kllfill
氏
に
う
つ
る
企
業
が

せ
め
て
難
民
の
受
人
れ
に
つ
い
て
も

積
極
的
に
手
を
う
た
ね
ば
な
ら
ぬ
時

機
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

古
沢
峰
子

(11
濠
協
会
）
台
灼
か

ら
引
揚
げ
、
祖
国
［
本
の
再
建
と
人

類
の
平
和
を
ね
が

っ
て

き

た

オ

ー

ス
ト
ラ
リ
ヤ
の
人
逹
の
立
派
な
人
柄

に
接
し
、
こ
の
方
逹
と
の
交
流
こ
そ

11本
人
に
と

っ
て
必
要
と
考
え

H
濠

協
会
を
創
設
し
た
ア
ー
マ
—
を
訪

れ
る
機
会
を
得
た
が
、
参
加
の
皆
さ

ん
が
尖
に
明
る
く
前
向
き
に
生
活
し

て
お
ら
れ
る
の
で
頼
も
し
く
111
心
っ
た

M
R
A
の
精
神
と
協
会
の
理
想
と
が

．
致
し
て
い
る
の
で
益
々
夢
が
ふ
く

ら
ん
で
い
る
。

高
岡
政
＿

（
滋
賀
県

11
野
町
）
ト

/
年
前
町
会
議
員
中
ー
選
、
絶
頂
に
あ

っ
た
時
交
通
巾
故
を
起
し
て
し
ま

っ

た
。
ば
く
大
な
補
位
を
要
求
さ
れ
全

く
自
分
の
店
る
場
所
が
な
く
な

っ
て

し
ま

っ
た
謝
罪
に
お
も
む
い
て
も
、

結
励
，
日
分
や
家
族
が
こ
れ
か
ら
先
ど

う
な
る
の
か
し
か
考
え
ら
れ
な
か

っ

た

そ

ん

な

時
q

＾
ト
ー
・
年
前
マ
キ
ノ

で
学
ん
だ

M
R
A
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

息

い

出

し

た

生

壮

か

か

っ
て
位
い

を
す
る
決
心
を
し
て
心
か
ら
お
詑
び

し
た
と
こ
ろ
、
先
方
が
要
求
を
撤
皿

す
る
と
い
う
奇
蹟
が
お
こ

っ
た

以

后
家
族
同
様
に
つ
き
介

っ
て
い
た
だ

い
て
い

る

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
イ
ー

（
マ
レ
ー

シ
ャ

M
R
A
)
先
進
国
で
の
不
正
、

独
裁
に
対
し
て
き
然
た
る
態
度
が
必

要
で
あ
り

H
本
の
役
割
は
大
き
い

ど
の
ガ
向
に
進
む
べ
き
か
模
索
し
て

い
る
間
発
途
卜
国
に
力
向
を
1
ナ
え
、

- 10 -



物
資
の
み
で
な
く
精
神
的
道
義
的
な

示
唆
を
与
え
て
ほ
し
い
。
人
格
を
無

視
し
た
や
り
方
や
自
己
の
満
足
の
み

考
え
な
い
で
ほ
し
い
。
日
本
か
ら
は

技
術
力
と
共
に
勤
勉
さ
や
個
人
主
義

に
対
す
る
考
え
方
な
ど
学
ぶ
こ
と
が

多
い

。
故
国
に
帰
っ
て
マ
レ
ー
人
、

ィ
ン
ド
人
と
の
か
け
は
し
に
な
ろ
う

と
決
意
し
て
い
る
。
ど
う
か
ご
協
力

を
お
ね
が
い
し
た
い

。

石
井
統
一

（
ダ
イ
エ
ー
）
英
会
話

の
勉
強
を
と
考
え
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

． 
に
参
加
し
て
き
た
が
、

M
R
A
そ
の

も
の
は
良
く
判
ら
な
か
っ
た
。
藤
田
、

長
野
両
フ
ル
タ
イ
マ
ー
と
昨
夜
遅
く

迄
、
フ
ル
タ
イ
マ
ー
自
身
の
将
来
計

画
や
信
念
な
ど
具
体
的
に
尋
ね
て
み

た
結
果
、
少
し
判
っ
て
き
た
。

M
A

A
は
人
生
に
活
力
を
与
え
る
酵
素
や

ビ
タ
ミ
ン
の
よ
う
な
も
の
だ
と
考
え

て
も
良
い
こ
と
を
学
ん
だ
。
弟
と
の

不
仲
を
解
決
す
る
ヒ
ン
ト
と
し
て
ま

ず
自
分
か
ら
弟
に
謝
る
こ
と
を
す
す

め
ら
れ
、
意
を
決
し
て
手
紙
を
出
す

こ
と
に
し
た
。

小
川
圭
一

（
九
州
電
気
工
事
）
年

令
を
考
え
て
い
て
は
何
も
出
来
な
い

こ
と
に
目
が
開
い
た
。
教
育
者
と
し

て
四
十
年
、
多
く
の
教
え
十
や
同
僚

が
い
る
の
で
機
会
あ
る
毎
に

M
R
A

に
つ
い
て
語
り
つ
ぎ
た
い
。
九
州
（
福

岡
）
M
R
A

グ
ル
—
プ
と
の
交
流
も

よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
た
い

。

シ
ェ
パ
ー
ド
夫
人

（
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ヤ

M
R
A
)
ス
タ
デ
ィ
ー
コ
ー
ス

に
は
関
西
か
ら
四
名
参
加
、
関
西
の

名
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ
で
布
名
に
な

っ
て
い
る
。
文
化
や
経
し
は
夫
々
の

国
で
異
る
が
、
人
の
性
格
そ
の
も
の

は
変
ら
な
い

。

い
か
り
や
し
っ
と
な

ど
同
じ
感
情
を
も
っ
て
い
る
。
感
情

に
対
し
て
正
直
に
な
っ
た
と
き
本
当

の
友
情
が
生
れ
る
。

ス
タ
デ
ィ
ー
コ

ー
ス
で
は
如
何
に
相
手
に
思
い
や
り

を
も
っ
て
生
活
し
て
ゆ
け
る
か
を
学

ぶ
。
私
は
六
オ
で
父
を
失
い
、
そ
れ

が
心
の
傷
と
な
り
、
仮
面
を
つ
け
、

誰
か
ら
も
こ
れ
以

K
傷
つ
け
ら
れ
ま

い
と
し
て
過
し
て
き
た
。
私
に
対
し

て
正
直
に
な
る
こ
と
を
教
え
、
忍
い

や
り
を
も
っ
て
接
し
て
く
れ
た
人
逹

に
よ
っ
て
い
や
し
を
得
た
。

M
R
A

は
活
動
で
も
団
体
で
も
な
く
生
活
の

質
で
あ
る
。
傷
を
う
け
入
れ
、
い
や

し
を
見
出
し
た
と
き
人
生
の
解
答
を

得
る
。
女
性
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

大
き
な
役
割
を
も

っ
て
い
る
。

金
森
茂
＿
郎

（
近
鉄
）
会
社
単
位

の
労
使
の
話
し
合
い
は
お
互
に
考
え

方
が
判
っ
て
い
る
の
で
ス
ム
ー
ス
に

ゆ
く
が
、
私
鉄
労
使
の
全
体
交
渉
は

非
常
に
難
行
す
る
。
平
生
か
ら
お
圧

に
相
手
の
人
柄
を
良
く
理
解
出
来
て

い
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
サ
ー
ビ

ス
業
と
し
て
個
々
の
お
客
の
要
望
が

夫
々
の
立
場
か
ら
出
る
の
で
、
対
応

に
苦
労
す
る
が
、
結
局
お
客
の
立
場

に
立
っ
て
、
今
何
を
求
め
て
お
ら
れ

る
か
を
第
＿
に
考
え
る
よ
う
従
業
員

に
話
し
て
い
る
。

住
友
昭
郎

(11
本
電
気
）
コ
ー
お

よ
び
英
国
で

M
R
A
に
つ
い
て
学
ん

だ
。
日
本
人
と
し
て
世
界
の
間
題
を

ど
う
考
え
る
か
、
日
本
は
こ
れ
か
ら

ど
う
し
て
ゆ
く
べ
き
か
を
間
わ
れ
た

が
、
答
え
ら
れ
な
か

っ
た
。
両
親
は

． 

M
R
A
に
肯
定
的
だ
が
実
際
の
生
活

は
ど
う
か
と
批
判
的
で
あ

っ
た
。
白

分
は
ど
う
か
、
身
の
ま
わ
り
か
ら
正

し
く
し
て
は
ど
う
か
と
す
す
め
ら
れ

こ
た
え
る
も
の
が
あ

っ
た
。

；
日
が

か
り
で
白
分
が
変
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
点
を
害
き
出
し
た
が
、

二
、
ニ

枚
に
も
な

っ
た
。
勇
気
を
も
っ
て
友

人
に
話
し
、
手
紙
を
出
す
こ
と
か
ら

は
じ
め
た
。
就
職
し
て
六
ヶ
月
に
な

る
が
、
仕

iiに
流
さ
れ
て
し
ま
わ
な

い
よ
う
、
白
分
の
仕
事
を
中
心
に

M

R
A
を
活
か
す
こ
と
が
出
来
る
と
確

信
す
る
。
決
心
が
に
ぶ
る
こ
と
が
あ

っ
て
も
、

一
た
ん
決
意
し
た
限
り
は

視
気
を
も

っ
て
実
行
し
た
い

。

久
保
谷
恵
美
子

（
東
京
）

二
十
年

前
に

M
R
A
に
会
い
フ
ッ
ク
マ
ン
博

士
と
直
接
話
す
機
会
に
恵
ま
れ
た
。

す

っ
か
り
忘
れ
て
い
た
が
一
っ
だ
け

心
の
底
に
残

っ
て
い
る
の
が
誰
が
正

し
い
か
で
な
く
て
「
何
が
正
し
い
か
」

で
あ
る
。
今
回
思
い
切
っ
て
参
加
し

て
よ
か
っ
た
。

M
R
A
は
指
導
的
立

場
や
社
会
的
地
位
に
あ
る
人
の
み
価

値
が
あ
る
と
息
っ
て
い
た
が
、
数
多

い
じ
婦
が
実
行
す
る
こ
と
の
意
義
は

大
き
い
と
信
じ
る
。
ど
う
変
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
か
に
先
ず
気
付
く
こ
と
、
気

付
い
た
ら
ど
ん
な
小
さ
い
こ
と
か
ら

で
も
実
行
す
る
こ
と
。
家
族
が
彩
喪
11

を
受
け
、
世
の
中
に
影
憫
を
与
え
る
。
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ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
家
庭
の
中

で
教
育
出
来
る
こ
と
を
も
う
一
度
見

直
し
た
い
。

ス
タ
ン
リ
ー
・
シ
ェ
パ
ー
ド

（オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ

M
R
A
)
準
備
さ
れ

方
方
々
に
感
謝
す
る
。
今
回
の
よ
う

に
感
激
を
与
え
て
く
れ
た
会
合
は
数

少
な
い
。
一
九
三

0
年
代
に
お
こ
っ

た
悲
劇
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ
の
日
本

に
対
す
る
無
知
に
つ
い
て
お
詫
び
し

た
い
。
日
本
が
他
国
に
対
し
て
行
う

助
け
の
役
割
を
考
え
る
と
き
、
今
述

べ
ら
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
所
信
が
大

ぎ
な
解
答
と
な
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ヤ
人
が
自
ら
決
心
す
る
機
会
を
与
え

て
ほ
し
い
。
背
後
か
ら
肩
を
叩
い
て

「
よ
う
、
う
ま
く
や
っ
て
い
る
じ
ゃ

な
い
か
」
と
い
っ
た
方
法
で
な
く
、

愛
情
と
執
許
を
も
っ
て
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ヤ
人
の
意
志
を
え
ぐ
る
よ
う
な

助
け
を
お
ね
が
い
し
た
い
。

相
馬
雪
香

（
東
点

M
R
A
)
人
を

ど
う
思
い
や
る
か
、
今
日
本
に
求
め

ら
れ
て
い
る
の
は
日
本
人
が
心
を
開

く
こ
と
で
あ
る
。
心
を
開
き
ア
ジ
ア
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
そ
し
て
世
界
の
こ
と
を

考
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

う
ら
み
は
案
外
根
強
く
心
に
宙
る
が
、

私
自
身
も
故
人
に
対
し
て
残
っ
て
い

る
も
の
が
あ
っ
た
。
昨
夜
は
じ
め
て

四
卜
年
前
の
故
人
と
楽
し
く
会
話
し

て
い
る
夢
を
見
た
。
生
死
を
こ
え
た

．
 

．
 

所
に
も
人
と
の
語
り
か
け
、
心
の
交

流
が
あ
る
。
本
当
に
許
さ
れ
た
こ
と

を
実
感
し
た
。
韓
国
と
日
本
、
長
い

歴
史
の
中
で
の
う
ら
み
や
心
の
傷
が

未
だ
に
残
っ
て
お
り
、
今
生
ぎ
て
い

る
我
々
が
ひ
と
つ
ひ
と
つ
解
い
て
ゆ

か
ね
ば
な
ら
な
い
。
カ
ン
ボ
ジ
ャ
の

窮
状
を
思
う
と
ぎ
、
今
年
の
児
童
年

の
モ
ソ
ト
ー
で
あ
る
「
わ
が
子
へ
の

愛
を
世
界
の
ど
の

f
に
も
」
を
現
実

に
心
に
う
け
と
め
、
日
本
に
対
す
る

期
待
に
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

住
友
義
輝

（
住
友
電
工
）
国
際
会

議
が
世
界
中
で
月
に
何
白
と
間
か
れ

て
お
り
、
そ
の
場
で
は
日
本
の
産
業
、

経
済
卜
の
発
展
が
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
本
当
に
世
界
の
人
達

に
心
を
与
え
て
い
る
か
と
い
う
と
疑

問
で
あ
る
。
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
に

は
、
．
ま
ず
相

F
の
立
場
に
立
っ
て
考

え
る
、
臼
分
の
尺
度
で
な
く
相
手
の

尺
度
で
計
る
こ
と
を
心
が
け
た
い
。

四
つ
の
絶
対
標
準
に
て
ら
し
た
神
の

尺
度
で
計
る
こ
と
を
今
刊
コ
ー
で
学

ん
だ
。
昨
夜
来
叔
父
の
住
友
占
左
エ

門
が

一十
年
前
に

M
R
A
の
劇
「
明

日
へ
の
道
」
で
百
姓
に
な

っ
て
出
演
、

大
阪
ガ
ス
ビ
ル
で
の
公
濱
の
際
、
会

社
の
重
役
の
皆
さ
ん
が
何
と
か
出
演

を
や
め
て
も
ら
う
よ
う
強
く
要
請
し

た
が
、
「
こ
れ
は
私
へ
の
神
の
使
命

だ
」
と
舞
台
を
つ
と
め
た
の
を
想
い

起
し
て
い
る
。
こ
の
研
修
所
の
場
所

が
叔
父
の
住
居
だ
っ
た
。
会
が
こ
ん

な
に
充
実
し
た
も
の
に
な
る
と
は
予

想
し
な
か
っ
た
。
昭
利
ニ
ト
五
年
来

の
多
く
の

M
R
A
の
方
々
の
播
い
た

種
が
実
を
結
ん
だ
も
の
と
心
か
ら
惑

謝
す
る
。

兼

松

正

会
が
終
始
本
当
に
愛

情
に
充
た
さ
れ
て
い
た
お
も
い
が
す

る
。
ほ
の
か
な
温
か
さ
と
111
心
い
や
り

こ
そ

M
R
A
の
ス
ピ
I
J
ッ
ト
だ
と
信

じ
る
。
人
間
は
常
に
間
わ
れ
て
い
る

存
在
で
あ
る
。
自
分
の
生
き
ざ
ま
の

姿
勢
を
間
わ
れ
て
い
る
存
在
で
あ
り
、

同
時
に
自
分
自
身
が
問
い
か
け
る
存

在
で
も
あ
る
。
た
だ
聞
く
だ
け
で
な

く
、
ど
う
受
け
と
め
実
践
す
る
か
の

間
題
が
生
れ
て
く
る
。
夫
々
に
感
じ

と
ら
れ
た
と
思
う
が
、
ど
う
か
得
ら

れ
た
こ
と
を
人
々
に
語
り
伝
え
て
ほ

、TO

し
しM

R
A
の
種
播
く
人
、
生
活
の
中

で
職
場
の
中
で
、
信
頼
と
希
望
と
ゆ

る
し
の
種
を
揺
く
人
と
な
ろ
う
。

(54
.
11
.
10

沖
田
記
）
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MORAL RE-ARMAMENT 
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M
R
A
国
際
会
議

会
期
・
一
九
八

0
年
一
月
十
八
日

S
二
十
七
日

会

場

・

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ヤ

・

シ

ド

ニ

ー

市

わ
れ
わ
れ
は
橋
渡
し
の
術
を
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い

。

「
互
い
の
泥
仕
合
」
は
分
裂
を
増
長
す
る
ば
か
り
で
あ
り
、
真
実

を
不
明
瞭
に
す
る
。
吐
い
に
耳
を
傾
け
誰
し
も
が
白
分
自
身
、
白
分

の
党
派
、
団
の
欠
点
に
正
直
に
な
れ
ば
、
院
く
ほ
ど
創
造
的
な
結
果

が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ー
会
議
を
と
お
し
て
ー

・
心
が
ま
え
や
態
度
を
変
え
た
経
験
を

lit界
各
国
か
ら
人
々
が
恨

因
し
あ
う
。

・
異
な
っ
た
人
種
間
の
尊
敬
、
信
頼
を
う
ち
た
て
る
。

・
経
済
芥
に
無
私
の
は
た
ら
き
を
ぷ
す
。

mg̀

 

丁
ー
マ
・
八

0
年
代
へ
の
か
け
橋
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